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背景 : 頭頚部癌 の 放射線治療 に よ
_り 味覚障害が 起 こ る こ と は よく 知 られ て い る

が
､

そ の 経過 お よび そ の機 序 に つ い て の 詳 細は 今だ不 明で あ る ｡

目的 : ヒトにお ける分割照射後 の 味覚障害の 発 生時期 ･ 経過と､ 味覚障害の 程度との

関係を明らか にすることである｡ さらに
､
ラットに お い て味菅組織 の放射線障害として

､

細胞 周期 の 停 止 や アポト ー

シ ス がどの ように関与するか観察し
､ 照射による味覚消失

の 機序を解明することである｡



方法 1 ‥ 頭頚部癌 患者 で 放射線治療 を行 っ た 5 1 症例 に お い て
､ 味覚障害 の 発 生

時期 ､ 経過 と程度 と の 関係 に つ い て 味質毎 に検討 した ｡ 照射 前 ､
照射 中､

並 び

に照射後 に 4 基本味 の 味覚認知開値 を渡紙デ ィ ス ク に よ る味覚検 査法 で測 定 し

た ｡ そ の 他 ､
うま味 に 関 して は 全 口腔法 を用 い た ｡

方法 2 : ラ ッ ト舌 - の 1 5 G y の Ⅹ線単回照射後 ､
H E 染色 ･ T U N E L 染色 ･ B r d U

標識染色 ･

p 2 1 免疫染色 を行 っ た ｡

結果 1 : ヒ トに お い て ､ 舌が 照射野 に含まれる頭頚 部腫癌に 対す る放射線治療

で は ､ 分割照射 開始後 5 週 目で 味覚感度が最も低 下 し
､

1 1 週 目 に は有意に 回復

した ｡

経基3 : ラ ッ ト - の 1 5 G y の Ⅹ 線単回照射に よ り
､
H E 染色 上

､
味菅は照射後 6

目 目 に
一 旦消失 した の ち 1 3 日 目 以降再出現 した ｡ 照射 後 T U N E L 陽性 細胞 の 増

加 は 見られ な か っ た ｡ 基底層細胞 の B r d U 標識 陽性細胞 は照射後 1 0 時間か ら 2

日 ま で 消失 し
､
それ と同調 して p 2 1 は照射後4 時 間か ら2 日まで 発現 して い た ｡

結論 : 放射線治療に よる味覚障害は ､ 味菅に 対す る直接障害が 主 な原 因 と推秦

され た ｡ 味曹の 消失 に ア ポ ト ー

シ ス は 関与 して お らず､
味菅 の 消失と回復 は p 2 1

が介す る細 胞周期の 停止 ･ 再 開で説 明可能 で あ る
｡




